
　アドバンスドクラスでした．まずこの勉強会の直前に起こっ

た出来事について話し合う時間がもたれた．結局「コーチン

グが必要なほどに追い詰められていない」という話だったの

だが，これは他のことにも言えると感じた．

また，他のメンバーが起こったことについて1人で納得してし
まったことに対し，コーチである陽子さんがいやいやまだみ

んなは納得できていないよ？というふうような意味合いを込

めて「それだけ？」とコメントをしていた．

この一言だけでもコーチングが作用しているなと私も思った

し他の人も思ったが，コーチはクライアントがいうゴールとい

うものに惑わされずに，そこはゴールではないことを伝える

必要がある（場合によっては伝え続けないと理解してもらえ

ないこともある）．これを常に自分の中で考えるためには「た

とえば制約条件とかを考えずにやりたいこと」とかを考えて

いくのが一つの手なのかなと思った．また，自分が思ってい

ることが相手と同じか確認するためにはどういう質問がいい

んだろう？を相手にぶつけて反応を見るのを怖がっちゃいけ

ないと思った．もちろん考えるのは大事なのだけれど，相手

の反応があってこその会話なので．

また，クライアントが言葉に詰まっていったときは私はどうし

ても制約条件を強めていくような，クローズドクエスチョンに

近い形で追加の質問をしていくことが多い．これは質問が曖

昧すぎたかな？みたいなことが気になるので狭めていって

いる．半分自分の恐怖みたいな部分もある．もちろん狭めな

い方がうまくいくというパターンは少なからずあるのは当然

だ．相手がどっちの方がよく喋ってくれるのかを察知しなが

らオープンクエスチョンとクローズドクエスチョンをそれぞれ

重ねられるようにしていきたい．



各セッションにおいては「もっと目線を上げてほしい」というわ

かりそうでわからない気持ちに対して，クライアントとコーチ

が微妙に意味しているものがずれたまま話が進んでいって

しまっていた．会話でお互いにあれ？なんか違うな？と思う

ことはままあるのだけれど，一旦話を途切れさせても一度確

認することが大事だと思った．確かに確認をしにくい部分は

あって「物分かりの悪い人」と思われるのが嫌，という気持ち

は少しあることはあるけれど，まあそれは「物分かりの悪い

ような話しかできなかった相手も悪い」ということもできるわ

けで．お互いが会話を建設的な感じに終結させるためには

ちょっとした痛みを少し考え方を切り替えていく必要があるも

のだと感じた．

（30代女性　千葉県）


